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明けましておめでとうございます。
旧年中は当協会運営に対し格段のご協力を賜り心から感謝申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、長らく続いておりました経済不況にも明るい兆し
が見え始めておりますが、依然として少子高齢化に伴う人口減少問題や原発事故に
端を発するエネルギー問題など多くの課題が解消されないままとなっております。
また、我々に関係の深い環境面に目を向けますと、リサイクルを中心とした循環型
社会の構築を進めるとともにこれまでの様々な災害を踏まえ、生活排水処理施設の
防災化として、特に災害に強い浄化槽の普及や活用方法の検討を進めていく必要が

あると考えております。
この様ななか、本年で2年目となります「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換助成事業」につき
ましては、公共用水域の水質保全等の観点から、1基でも多くの単独処理浄化槽が合併処理浄化槽に転換さ
れるよう期待するものであり、平成26年度も引き続き実施したいと考えておりますので、皆様のご理解ご協
力のほど宜しくお願い致します。
また、BOD検査につきましては環境省の了承を受け、平成26年度からこれまで熊本方式として5年に4回
実施しておりましたBOD検査を毎年実施するよう変更することと致しております。これにより、保守点検と
法定検査の違いがより明確になり、法定検査の受検率の更なる向上に繋がるもとの期待しております。
このように本年におきましても指定検査機関としての社会的責務を一層自覚するとともに関係業界等との
連携を更に強化し浄化槽の適正な施工、維持管理、法定検査を通し公共用水域の水質保全のため役職員一丸
となり取り組んで参る所存で御座います。
最後になりましたが、本年が会員の皆様方並びに関係機関の方々にとりまして実り多き一年となりますよ
う心からお祈り申し上げます。

公益社団法人　熊本県浄化槽協会

会長　　島田　好久
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平成25年度の環境大臣表彰の授賞式が平成25年10月1日（火）
東京會舘ローズルームにて執り行われました。本年度の受賞者は次
の方々です。

武　田　 正　已 氏 （有明支部 （有）玉名北部環境）

田　中　 栄　一 氏 （山鹿支部 （資）とらや商会）

宮　﨑　 龍　也 氏 （熊本支部 （有）宮崎清掃社）

平成26年度 浄化槽推進関係予算（案）の概要について

平成25年度 循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰
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平成25年10月24日(木)から11月29日(金)にかけて各支部（一部合同開催）において「平成25年度 地域
（保健所）別連絡会議」が開催されました。この会議は、浄化槽に関する行政、会員（業界）、協会が一堂
に会する年1回の会議として毎年開催され、今年で16回目となります。
各支部の開催状況や各会場で頂いたご意見等の要旨について報告いたします。

３.　内容           
【情報提供等】（熊本支部を除く全支部）
  ①生活排水対策の実施状況           
  ②浄化槽の適正な維持管理の取組みについて         
  ③その他           

【情報提供等】（熊本支部）           
 ・熊本市における浄化槽行政について         

【検討及び協議事項】（全支部共通）          
  １）みなし浄化槽から浄化槽への転換数及び転換促進に向けた啓発等の実績について    
  ２）補助金対象浄化槽への対応等について        
 
【行政機関から協会及び業界への要望・意見等】（全支部共通）      
 
【全国浄化槽技術研究集会発表披露】（熊本支部）
 ・熊本市と連携した法定検査受検率向上への取り組みについて      
 
【支部議題】（人吉支部）          
 
１）TPPの影響及び対応について         
 
【報告事項】（全支部共通）           
  ① 法定検査実施状況報告           
  ② 浄化槽の放流水質について           
  ③ 単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換助成事業について
  ④ 平成25年度浄化槽技術講習会について
  ⑤ 浄化槽運用指針の改訂について 
  ⑥ 浄化槽台帳管理システムの運用状況について   
  ⑦ BOD検査の全年検査について
  ⑧ 浄化槽機能保証制度の保証期間延長等について
  ⑨ 協会認知度調査に関するアンケート結果について
  ⑩ その他           

平成25年度 地域（保健所）別連絡会議報告 

１．開催状況 ２．支部会員出席状況

支部 支部 会員数 会員
出席数

会員
出席率

行政機関
出席数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

熊本
有明
山鹿
菊池
阿蘇
御船
宇城
八代
水俣
人吉
天草

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

熊本
有明
山鹿
菊池
阿蘇
御船
宇城
八代
水俣
人吉
天草
計

（参考）H24

61
18
10
10
14
24
28
28
15
25
50
283
291

30
10
2
5
7
15
21
9
12
13
23
147
156

4
4
3
3
8
6
9
5
8
12
7
69
73

49.20％
55.60％
20.00％
50.00％
50.00％
62.50％
75.00％
32.10％
80.00％
52.00％
46.00％

平均 51.9％
平均 54.8％

熊本ホテルキャッスル

阿蘇高原ホテル

クレインパレス
ホワイトパレス松橋
八代グランドホテル
湯の児　海と夕やけ
鍋屋本館
プラザホテルアネックス

25.11.19（火）午後4時30分

25.10.25（金）午後3時

25.11.1 （金）午後3時
25.10.24（木）午後3時
25.10.29（火）午後3時
25.11.29（金）午後4時
25.11.15（金）午後3時30分
25.11.7 （木）午後1時30分

開催日時 開催場所
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４．主な意見等           
１）みなし浄化槽から浄化槽への転換数及び転換促進に向けた啓発等の実績について
・転換促進に向けた取組みとして、単独処理浄化槽世帯への戸別訪問を実施している。
・転換促進に向けた取組みとして、広報誌や区長会を活用している。
・工事業者へ転換についての説明を行って頂けるよう話をしている。
・浄化槽設置の申し込みの欄に、「みなし浄化槽を撤去して合併浄化槽を設置すると、補助金があります」
　と、文字を大きくして目に付きやすいように工夫をしている。
・町で、平成23年度から、みなし浄化槽から浄化槽への転換助成金として10万円、汲み取りからの場合20
　万円の補助金を出している。
・下水道の普及に力を入れているため、廃止は多いが転換は少ない。      
・ほぼ下水道及び農業集落排水区域のため、みなし浄化槽からの転換は下水道等になる。
・転換促進に向けた取組みとして、みなし浄化槽の家庭に浄化槽への転換文書を配布し、町独自のみなし浄
　化槽から浄化槽への転換補助（150,000円～200,000円）事業を実施している。
・平成24年度から、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切り替えの方に、単独処理浄化槽の処分費を全
　額補助している。
・啓発等の取り組みは、現状では転換での設置がほぼ無い状況であるため予算をとってまで行うのは厳しい。

２）補助金対象浄化槽への対応について
・維持管理等の啓発として、「浄化槽の日」などを活用し保守点検、清掃、法定検査の必要性の周知を行っている。
・維持管理、法定検査については受検勧奨文書を発送している。
・維持管理や法定検査については町の広報誌やホームページで周知を行っている。
・竣工検査の際などに説明したほうが良いと感じている。
・全戸は無理であるが、若干数の戸別訪問も実施している。
・維持管理や法定検査の必要性は竣工検査の際に強く周知している。
・維持管理については、業者から無管理・無清掃のリストをもらい通知し、それでも改善されない所は戸別
　訪問を検討している。
・新規設置者に対しては工事終了後、竣工確認検査時に浄化槽の中まで見て頂き、仕組み、保守点検、清　
　掃、法定検査、使用上の注意を説明している。
・補助金対象浄化槽への対応等については、維持管理と法定検査等が実施されていない場合は、管理者に対
　し維持管理と法定検査の必要性を説明したうえでそれでも対応をとってもらえない場合は補助金の返還と
　いうかたちで対応できる可能性がある。
・未受検者（受検拒否者）対応として、指導・助言を実施しており、課長名で文書通知等の対応を実施して
　いる。
・補助金対象浄化槽について特に対応等は行っていない。対応については今後考えて行きたい。
・補助金対象浄化槽への対応については今まで実施していなかったので、今後は個別に通知を出して対応し
　て行きたい。

３）協会及び業界への要望・意見等 
・法定検査にあたって漏れた箇所がないよう取り組んで欲しい。
・協会の転換助成事業として、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換される方へ5万円の助成金がある
　が、市町村整備推進事業で設置された方は対象外なので、良ければ市町村設置型の浄化槽にも助成できる
　よう検討をお願いしたい。

４）支部議題           
【TPP（環太平洋戦略的経済連携協定)における対応について】
・協会より全浄連へ現在伝えることが出来る情報はないか確認したところ、本日現在において伝えることが
　出来る情報はないとの回答を頂いた。
・環境省からも情報を頂いていないため答えることが出来ないが、もし何らかの影響が考えられるのであれ
　ば、協会を通じて連絡するように考えている。
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11条検査におけるBOD検査を毎年度実施へ
平成26年度から浄化槽法第11条第１項の水質に関する検査（11条検査）の実施方法が変更されます。

１　趣旨

本県においては現在約7.5万基の浄化槽が設置されており、県民の約２５万人が浄化槽による生活排水処理

を行い、公共用水域の水質保全及び公衆衛生の向上に寄与しております。

当協会では法定検査の効率化を図るため従前の法定検査に加えて11条検査でもBOD検査を実施いたして

おります。（51人槽以上：平成９年度から毎年度、50人槽以下：平成13年度から５年間に４回の周期）

平成17年度の浄化槽法の一部改正等を踏まえるとともに11条検査の信頼性をより高め更なる受検率の向上

を図るため、50人槽以下の浄化槽についてもＢＯＤ検査を毎年度実施することとなりました。

２　変更の理由

１）平成17年度の浄化槽法の一部を改正する法律において、その目的に公共用水域等の水質保全を明示すると

ともに浄化槽からの放流水の水質の技術上の基準としてＢＯＤに係る基準が設定されました。このことにより

法的にも法定検査におけるＢＯＤ検査の必要性と重要性が根拠づけられました。

２）ＢＯＤ検査を毎年実施することで、１１条検査をより充実させることができるとともに、継続的に浄化槽の浄化機

能が数値化して把握できるようになり、浄化槽の機能を確保し水質保全に努めることができること、さらに法定

検査の信頼性を高めるとともに保守点検との違いを明確にし、法定検査の必要性を説明することがより可能と

なり受検率向上に寄与することが期待できます。

３　変更内容

１）現行

○50人槽以下：

　①外観検査（全項目） ＋　ＢＯＤを除く水質検査  ＋　書類検査　　５年間に１回

　②外観検査（15項目） ＋　ＢＯＤを含む水質検査　＋　書類検査　　５年間に４回

○51人槽以上： 

　　外観検査 （全項目) ＋　ＢＯＤを含む水質検査　＋　書類検査　　毎年１回

２）変更後

○50人槽以下：ＢＯＤ検査を毎年度実施

　①外観検査（全項目）　＋　ＢＯＤを含む水質検査　＋　書類検査　  　５年間に１回

　②略（変更なし）

○51人槽以上：　略（変更なし）

３）変更内容については、平成２６年度から全県的に実施する。

４　その他

　11条検査にかかる手数料は、従前のとおりとする。（変更なし）

※「BOD(生物化学的酸素要求量)」とは・・・。

　水中の有機物が微生物の働きで分解されるときに消費される酸素の量で、有機物の汚れが多ければ酸素消費

量が多くなるのでBODの値は大きくなります。逆にきれいな水はBODの値が小さくなります。

　私たちが日常生活で使った台所、お風呂及びトイレ等の生活排水のBODは200ｍｇ/ℓですが、浄化槽(合併処

理)で処理すると20ｍｇ/ℓ以下（法定検査平均値では10㎎/ℓ以下）となり90%以上取り除かれ、きれいな処理水

として公共用水域に放流されます。
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浄化槽機能保証制度の一部改正について
当協会の会員の皆様、行政担当の皆様へは平成25年9月26日付の文書でお知らせいたしておりますが、「一般社団

法人 全国浄化槽団体連合会（略称：全浄連）」が平成5年7月より事業運用しております「浄化槽機能保証制度」の
『浄化槽機能保証制度規約』及び『浄化槽機能保証制度規約施行細則』が一部改正されました。

【主な改正内容】
１．保証期間が５年間から10年間に延長されました。
　（ただし、駆動部分及び散気管については現行どおり1年間）
　対象浄化槽は、平成25年10月以降の機能保証登録浄化槽。
　※登録申請を確認受理した日をもって対象とする。（浄化槽機能保証制度規約第9条第3項）
　※保証期間は使用開始日から起算される。（浄化槽機能保証制度規約第７条第1項）

２．1基あたりの保証額の限度額が設定されました。（新規）
　1基あたりの保証額は、「環境省循環型社会形成推進交付金交付要綱の基準額」と同額を限度とする。

〔参考〕環境省循環型社会形成推進交付金基準額（括弧内は高度処理型の基準額）
　（1）5人槽　　　 　 837,000円（1,020,000円）
　（2）6～7人槽　　1,043,000円（1,134,000円）
　（3）8～10人槽　 1,375,000円（1,380,000円）

浄化槽設置届の提出先について
浄化槽を設置する場所によって、設置届出書の用紙が異なります。
また、建築確認の有無によって、提出先が違う場合がありますので、ご注意下さい。
＜詳しくは、当協会まで、お気軽にお尋ね下さい。（℡ 096-284-3355）＞

◎熊本市に設置する場合　⇒　熊本市役所 浄化対策課に提出して下さい。
　◆設置届用紙は浄化対策課へ、水質検査依頼書は当協会へお尋ね下さい。

◎熊本市以外の市町村に設置する場合は、
　①「事務権限移譲市町村かどうか」、②「建築確認が必要か、不要か」によって、下図のとおり判断して下さい。
　◆熊本市以外の設置届用紙は、当協会と、各保健所内の食品衛生協会で販売しています。（１部 200円）

権限移譲市町村かどうかは、下記を参照下さい。
◎権限移譲市町村　　（ １枚目が青色の設置届出書 ）
（有明） 荒尾市　玉名市　玉東町　南関町　長洲町　和水町
（山鹿） 山鹿市
（菊池） 合志市　大津町　菊陽町
（阿蘇） 南小国町　小国町　産山村　高森町　西原村　南阿蘇村
（御船） 御船町　嘉島町　益城町　甲佐町　山都町
（宇城） 宇土市
（八代） 氷川町
（水俣） 芦北町　津奈木町
（人吉） 人吉市　錦町　多良木町　湯前町　水上村　相良村　五木村　山江村　球磨村　あさぎり町
（天草） 上天草市　天草市　苓北町

◎権限移譲されていない市町村　　（ １枚目が白色の設置届出書 ）
　　菊池市　阿蘇市　宇城市　美里町　八代市　水俣市

設置場所

（ 青色の用紙・５枚複写 ）

（白色の用紙・６枚複写）

権限移譲市町村？

設置届用紙 提出先

建築確認が必要？

協会又は食品衛生協会

権限移譲市町村

協会又は食品衛生協会

建築主事

建築主事

協会又は食品衛生協会

建築確認が必要？

YES

YES

NO

YES

NO

NO
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ISO定期審査報告

平成25年度 第13回 浄化槽管理士講習　

ISO14001の平成２５年度定期審査が平成25年9月24日（火）から25日（水）まで行われました。

１．審査結果
今回の定期審査では、適用規格〔ISO14001:2004〕の中で改善指摘事項が発見されませんでした。登

録されているマネジメントシステムについて、システムが維持されていると判断いたします。

２．審査所見
　１）総合所見
　　・全体所見

2012年度の活動成果は、マネジメントレビューの中で環境パフォーマンスとして報告されていまし
た。実績としては、法定検査実施基数の増加の目標に対し、7条検査、11条検査共に目標達成でした。
また、公益法人として県行政と連携した浄化槽支援事業の推進、インターンシップ受入や環境フェアへ
の参加等幅広く対外的な活動にも積極的に取組んでいました。
これらのインプット情報がトップマネジメントに報告され、トップマネジメントからは、“法定検査
実施基数のさらなる向上”、“コミュニケーションの充実”、“協会の認知度向上”等が指示され、指
示事項が、システムの展開に結び付けられていることが確認できました。
目標には新たに事業計画からの取組み項目として、単独処理浄化槽転換事業が設定されており、10年
目を迎えたシステム運用では、大きな問題はなく実施されているものと判断されますが、下記の課題を
解決することでＥＭＳの活用がより確実なもの、また、事業活動に貢献できるものになると思われまし
た。

　　・目的、目標
事業計画の具体的施策と目標達成のための手段が整合しておらず（改善の機会）、環境マネジメント
システムと本来業務との連携が不十分な点が認められた。仕組みづくりを期待します。

　　・コミュニケーション
会長様のインタビューで、協会の方向性として協会内外で信頼を築くこと、コミュニケーションの重
要性、協会の認知度を向上させたいとの考えを伺った。各部門の環境側面として捉え（改善の機会）、
目的・目標の具体的手段として展開すれば新たな活動が広がるものと考えられました。

　　・内部監査
内部監査のチェック項目が、規格への適合性が主であったが（改善の機会）、有効性の確認（設定し
た目標が事業活動にとって妥当なものであるか）等の視点を項目に設定する等の改善が望まれる。

　　【グッドポイント】
平成24年度から熊本県と協力して導入した浄化槽台帳管理システムの運営は、県内の浄化槽管理状況
の見える化やお客様の受検率向上につながり、市町村との連携や協会の環境方針である公共用水域の水
質の保全の確保に役立つものとして、今後の成果が期待できる。

公益財団法人 日本環境整備教育センター主催の
「第13回 浄化槽管理士講習」が平成25年8月26
日（月）から9月7日（土）（13日間）の日程で熊本
市の財団法人 熊本県青年会館（ユースピア熊本）
で開催されました。熊本では約4年ぶりの開催とな
り、109名の方が受講されました。
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第27回 全国浄化槽大会

浄化槽フォーラム・熊本

平成25年10月1日（火）（浄化槽の日）に、東京・千代田区の東京會舘で「第27回全国浄化槽大会」
が行われ、全国から800名の関係者が出席し、浄化槽適正整備推進決議の採択、浄化槽功労者の表
彰、浄化槽標語の入賞作品発表を行いまし
た。記念講演は漫画家の赤星たみこ氏が「環
境にもお財布にも優しい浄化槽」をテーマに
講演されました。
また、同日開催された懇親会では、政府か

ら石原環境大臣や太田国土交通大臣をはじめ
与野党から100名以上の国会議員が出席しま
した。
当協会からは、島田会長、第27回全国浄

化槽大会受賞者（環境大臣表彰受賞者）であ
る武田正已様、田中栄一様、宮﨑龍也様が出
席されました。

平成25年10月4日（金）上天草市松
島総合センター「アロマ」ホールにお
いて、平成25年度「浄化槽フォーラ
ム・熊本」を熊本県浄化槽普及促進協
議会との共催により開催致しました。
冒頭の熊本県浄化槽普及促進協議会

会長（上天草市長）からの主催者挨拶
に引き続き2つの講演と事例発表が行わ
れました。当日は、市町村長及び県・
保健所・市町村の浄化槽担当者、浄化
槽関係業界・団体等を併せ約180名の
参加がありました。

◆講演◆
【講演１】『最近の浄化槽行政及び災害時における浄化槽の対応について』
【講　師】  環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 廃棄物対策課 浄化槽推進室
　　　　　　  室長補佐　市原陽一郎氏　
　　　　　　  　整備係　阿部みのり氏
【講演２】『環境保全意識の啓発について』
【講　師】  全国浄化槽推進市町村協議会 事務局長 吉野邦治氏

◆県内市町村事例発表◆
【演　題】『法定検査未受検者等に対する受検勧奨について』
【講　師】  山都町 住民環境課 環境衛生係主事 浜田聡史氏
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平成25年度 浄化槽法指定検査機関四国地区協議会検査員研修会

『第27回 全国浄化槽技術研究集会』で当協会から2発表

平成25年9月12日（木）から13日
（金）まで「平成25年度 浄化槽法指
定検査機関四国地区協議会検査員研修
会」が高松市で開催され、当協会から
検査員4名、四国4県の検査機関から72
名、九州地区6検査機関から20名の計
96名が参加しました。
１日目は当番県である（公財）香

川県浄化槽協会の山条会長の開会挨
拶のあと、【管理部会】受検率向上の
対策、【検査Ａ】検査結果の判定と所
見、【検査Ｂ】検査の効率化、【水質
検査部会】ラボテックセミナーの4部会
での情報交換を行い、その後（公財）
日本環境整備教育センターの久川和彦氏より「小型浄化槽（性能評価型浄化槽）の動向及び登録浄化
槽に係る実地調査の現状と留意点について」と題し講演が行われました。
2日目は、四国各県から「法定検査員の適正な検査基数について」、「住宅の人員算定の改正に伴

う浄化槽の放流水質への影響について」等の研究発表、その後（株）インターリスク総研による「地
震対策（ＢＣＰ）について」と題し講演が行われました。

「第27回 全国浄化槽技術研究集会」が平成25年10月9日（水）から10日（木）まで宮崎市内で全
国から延べ約1,300名の浄化槽関係者が集まり開催され、当協会からは島田会長、西村常務理事他10
名の職員が参加しました。
9日の「研究発表１」Ａ会場では、当協会法定検査部長の野村龍美が「熊本県における浄化槽台帳

管理システムの構築・運用と受検率向上について」と題し、浄化槽設置基数等実態調査、台帳管理シ
ステムの構築とそれを活用した受検率向上のための事業等について発表しました。　　
10日の「浄化槽行政担当者・浄化槽検査員研究会」では、当協会熊本市担当主査の二宮和果が「熊

本市と連携した法定検査受検率向上への取り組みについて」と題し、熊本市の広報誌等の取組み事
例、市域の維持管理事業所の協力事例を紹介するとともに、有効な受検率向上のための誠実かつ行動
力のある受検勧奨等の取り組みとその成果について報告しました。
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平成25年12月12日（木）に八代市立宮地小学校において、「次世代のためにがんばろ会」と共催で
環境学習を実施しました。
当日は4年生の児童23名を対象に電子黒板、浄化槽の模型及び顕微鏡を使用し、浄化槽についてのク

イズ、きれいな水になるしくみ、環境にやさしい生活及び微生物の観察等について学習し、児童の皆さ
んも浄化槽や微生物について興味を持ってくれました。
環境学習をするにあたり、宮地小学校、次世代のためにがんばろ会の皆様方のご協力をいただきまし

た。感謝申し上げます。
※同会の呼びかけによる「八代海河川・浜辺の大掃除大会」が平成25年12月1日（日）に行われ、当

協会職員数名も緑川の清掃を行いました。

平成25年度 九州地区浄化槽検査員研修会

「平成25年度 九州地区浄化槽検査員
研修会」が、平成25年11月8日（金）
当県熊本市「ＫＫＲホテル熊本」で開
催されました。当協会は昨年より浄化
槽法指定検査機関四国地区協議会と研
究会の交流を開始しており、四国4県
から11名、九州7指定検査機関から52
名、当協会から42名の計105名が参加
しました。
当協会の島田会長が開催県挨拶を

行ったあと、各指定検査機関から「一
括手続きの終結と同時契約移行への課
題について」等7つの研究発表が行わ
れ、当協会からは11条検査第3グループ長の野口憲行が「循環水量に関する一考察」と題し、水質低
下に対する循環水量の影響度調査の発表を行いました。
特別講演では、当協会の職員研修の講師である（株）ベストビジネス 岡部穂積氏が、「受検率向

上に向けた検査現場での対応・接遇等について」と題し、浄化槽管理者を想定した上での実践的な対
応・接遇等について講義を行いました。
熊本での6年ぶりの開催でしたが、懇親会を含め有意義な研修会になりました。

環境学習の実施について 
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各種イベントへの参加について
当協会では、行政機関等と連携して以下のイベントに参加し、浄化槽に関する周知啓発や認知度ア

ンケート調査を実施致しました。

支部活動報告

平成25年度の支部活動として、当
協会天草支部で11月30日（土）茂木
根海水浴場周辺を中心に清掃美化作業
が行われました。当日は、支部会員等
30名以上の参加のもとゴミ袋30袋以
上のゴミが回収されました。

イベント名 開催日 開催場所

1 こうさ環境フェア 2013 平成 25年 9月 21日（土） 甲佐町

2 合志市環境フェスタ 平成 25年 9月 28日（土） 合志市

3 きよら祭り＆筑後川フェスティバル in南小国 平成 25年 10月 16日（水） 南小国町

4 第 33回全国豊かな海づくり大会～くまもと～ 平成 25年 10月 26日（土）～ 27日（日） 熊本市・水俣市・天草市

5 浄化槽シンポジウム福岡 2013 平成 25年 11月 1日（金） 福岡市

6 みなまた産業団地まつり 平成 25年 11月 9日（土） 水俣市

7 たらぎ農林商工祭 平成 25年 11月 23日（土）～ 24日（日） 多良木町

8 総ぐるみくまもと環境フェア 2013 平成 25年 12月 14日（土）～ 15日（日） 益城町
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平成25年度 熊本県土木部 学生実習生の実習受け入れ

熊本工業高校 インターンシップ受け入れについて

熊本県土木部が学生に職業意識向上のために機会を提供し、県土木行政に対する理解を深めていた

だくことを目的に毎年夏休みの時期に受け入れている学生実習生が平成25年8月22日に当協会へ派遣

され、野村検査部長が浄化槽についての説明を行いました。

同行：県下水環境課 課長補佐 木村 和子様

派遣学生実習生：熊本大学 工学部 社会環境工学科 3年 藤木 秀幸様

　　　　　　　　宮崎大学 工学部 土木環境工学科 3年 穴井 翔吾様

※同日朝、フジクリーン工業㈱熊本営業所にて浄化槽の実物を見学、浄化槽のしくみや種類等につ

いて説明を受けられました。

今年度も熊本工業高校の生徒をインターンシップ（就業体験）で受け入れました。
今年は男子生徒4名が12月2日（月）から12月6日（金）までの5日間、浄化槽に関する講義、水質

分析補助、7条・11条検査への同行、益城町の農業集落排水施設の見学、事務処理の手伝い等、協会
の仕事全般を体験しました。
4人とも毎日真面目に一生懸命取り組みました。

•実習生徒 熊本工業高校 工業化学科 2年生 4名
竹本龍司君、土田智也君、宮崎湧太君、
柳川智生君
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単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への
転換助成事業について

新人紹介

平成25年10月1日より法定検査部検査企画グループ検

査企画課に配属になりました米原敬之です。10月の配属

から3か月経ちましたが、諸先輩方と現場に同行し検査

の補助をさせていただいたことで少しずつながら浄化槽

の検査に関する知識や技術を学ぶことができました。ま

た、BOD測定業務の方も様々な作業をさせていただいた

ことで徐々に慣れてきている状況です。

まだまだ勉強不足で皆様にご迷惑をお掛けすることも

あると思いますが、一生懸命努力していく所存です。今

後とも皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし

ます。

前号でもお知らせいたしましたが、浄化槽の設置促進及び公共用水域の水質保全を目的

に当協会が昨年度から実施しております「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換助

成事業」の申請を現在受付中です。

この事業の助成額は、1件あたり50,000円で年間40件の助成を行うこととしており、助

成金の交付には、当協会会員（施工部会）であることを要件の一つとしております。

当該転換助成事業は、各市町村で実施されております補助金等の交付の有無に関わらず

申請が可能ですので、単独処理浄化槽からの転換を実施される際には是非この制度をご活

用下さい。

なお、申請書の受付は先着順（予定数を超えた場合は抽選）で、今年度は残りわずかと

なっておりますのでお早めにお申し込み下さい。

申請書類や現在の申請数等詳しい内容等につきましては、当協会のホームページでご覧

頂けます。

退　　会
平成25年6月27日付　　㈱宮﨑工務店（八代支部）
平成25年11月5日付　　白石設備（八代支部）
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熊本県浄化槽協会衛生委員会企画 
「協会長杯ボウリング大会」開催

当協会職員で構成される衛生委員

会によるレクレーション企画で、職

員の健康増進、コミュニケーション

の活性化を目的とした「協会長杯ボ

ウリング大会」を平成25年12月27

日（金）に熊本市の大劇会館にて開

催しました。

当日は島田会長にもご参加いただ

き、1ゲーム目に165というハイス

コアを出されてその腕前に職員から

大歓声が上がりました。終始和気あ

いあいとした楽しい雰囲気の中、熱

戦が繰り広げられました。

あけましておめでとうございます。

旧年中は当協会の事業にご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。

今号は昨年末に閣議決定されました「平成26年度浄化槽推進関係予算（案）の概

要」と昨年10～11月に開催されました「地域（保健所）別連絡会議」の内容を中

心に掲載いたしました。

今年の当協会の大きな動きといたしましては、４月から法定検査のBOD検査を５

年に４回から毎年度検査へと変更をいたします。また、前年度から実施しておりま

す「単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換助成事業」も引き続き実施する予

定です。今年も役職員一丸となり全力で取り組んでいく

所存ですので、皆様のお力添えをいただきますよう、よ

ろしくお願い申しあげます。

今年は消費税率の引き上げ等変化の多い年となります

が、皆様にとりましてよりよい一年となりますよう、心

よりお祈り申しあげます。

総務常任委員会
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平成25年度 浄化槽技術講習会の開催について

発行日
発 行

平成26年1月30日
公益社団法人　熊本県浄化槽協会
会　長　島　田　好　久

〒861-3107 上益城郡嘉島町上仲間227番地86（嘉島リバゾン内）
TEL （096）284-3355　FAX（096）284-3388
http://johkasou.jp/　フリーダイヤル 0120-159-280 

当協会では、浄化槽の製造、施工、保守点検及び清掃実務者の技術力向上を目的とした「平成

25年度浄化槽技術講習会」を下記の内容にて開催致します。本年度も全体研修と専門研修に分け

て開催致しますので、多数のご参加をお待ちしております。

記

１．日時　平成26年2月6日（木）午後1時～（受付：正午～）

２．場所　グランメッセ熊本　2階

３．次第

◆全体研修◆（会場：コンベンションホール）　午後1時5分～午後2時50分

【演題】『最近の浄化槽行政について』

【講師】環境省 大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 廃棄物対策課 浄化槽推進室

　　　　室長補佐 市原陽一郎 様

　

【演題】『浄化槽設置等に係る建築基準法上の手続きについて』

【講師】熊本県 土木部 建築住宅局 建築課 参事 中島祥貴 様

【演題】『浄化槽法上の手続き等について』

【講師】熊本県 土木部 道路都市局 下水環境課 主幹 村上健一 様

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  休憩・移動　午後2時50分～午後3時5分  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

◆専門研修◆　午後3時5分～午後4時45分

・分科会1（製造・施工）（会場：中会議室）

【演題】『浄化槽の特殊工事及び不良（不適正）工事事例への対応について』

　　　　（参考：プレキャスト工法の紹介）

【講師】（一社）浄化槽システム協会 技術委員会 副委員長 泉忠行 様

・分科会2（維持管理）（会場：大会議室）

【演題】『性能評価型浄化槽の特徴及び不具合（トラブル）事例への対応について

　　　　（保守点検・清掃）』

【講師】（公財）日本環境整備教育センター 調査・研究グループ

　　　　  調査研究第1チーム　チームリーダー　櫛田陽明　様


